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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文字・図形等のイメージを複数の色を用いて表示することが可能な表示装置と、
　指定されたイメージを指定された第１の色で表示するよう前記表示装置を制御する表示
制御手段と、
　前記指定された第１の色が赤系の色である場合に、前記表示装置で表示する前記指定さ
れたイメージの第１の部分を赤系の色で表示し、該指定されたイメージの第２の部分を色
覚異常者が認識しやすい赤系以外の第２の色で表示し、かつ、前記第１の部分及び前記第
２の部分の前記赤系の色及び前記第２の色を時間経過に従って徐々に色相を遷移させなが
ら交互に切り換えるよう前記表示制御手段を制御する表示切換手段と
を備える情報提供装置。
【請求項２】
　前記表示切換手段は、前記赤系の色を用いての前記イメージの表示時間及び前記第２の
色を用いての前記イメージの表示時間の少なくともいずれかに比較して、時間経過に従っ
て徐々に色相を遷移させることに伴い過渡的に生じる前記赤系の色及び前記第２の色とは
異なる色を用いての前記イメージの表示時間を短くして、時間経過に従って徐々に色相を
遷移させることを特徴とする請求項１に記載の情報提供装置。
【請求項３】
　前記表示切換手段は、前記赤系の色から前記第２の色へと色相を遷移させるタイミング
にあわせて、前記指定された第１の色が前記色覚異常者が認識しやすい赤系以外の第２の
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色であるイメージの色を、前記第２の色から前記赤系の色へと色相を逆に遷移させながら
切り換えることを特徴とする請求項１又は２に記載の情報提供装置。
【請求項４】
　文字・図形等のイメージを複数の色を用いて表示することが可能な表示装置と、
　指定されたイメージを指定された第１の色で表示するよう前記表示装置を制御する表示
制御手段と、
　前記指定された第１の色が赤系の色である場合に、前記表示装置で表示する前記指定さ
れたイメージの赤系の色を少なくとも色覚異常者が認識しやすい赤系以外の第２の色に時
間的に切り換えるよう前記表示制御手段を制御する表示切換手段と
を備え、
　前記表示切換手段は、前記赤系の色と前記第２の色とを時間経過に従って徐々に色相を
遷移させながら交互に切り換え、かつ、前記赤系の色を用いての前記イメージの表示時間
及び前記第２の色を用いての前記イメージの表示時間の少なくともいずれかに比較して、
時間経過に従って徐々に色相を遷移させることに伴い過渡的に生じる前記赤系の色及び前
記第２の色とは異なる色を用いての前記イメージの表示時間を短くして、時間経過に従っ
て徐々に色相を遷移させることを特徴とする、情報提供装置。
【請求項５】
　文字・図形等のイメージを複数の色を用いて表示することが可能な表示装置と、
　指定されたイメージを指定された第１の色で表示するよう前記表示装置を制御する表示
制御手段と、
　前記指定された第１の色が赤系の色である場合に、前記表示装置で表示する前記指定さ
れたイメージの赤系の色を少なくとも色覚異常者が認識しやすい赤系以外の第２の色に時
間的に切り換えるよう前記表示制御手段を制御する表示切換手段と
を備え、
　前記表示切換手段は、前記赤系の色と前記第２の色とを時間経過に従って徐々に色相を
遷移させながら交互に切り換え、かつ、前記赤系の色から前記第２の色へと色相を遷移さ
せるタイミングにあわせて、前記指定された第１の色が前記色覚異常者が認識しやすい赤
系以外の第２の色であるイメージの色を、前記第２の色から前記赤系の色へと色相を逆に
遷移させながら切り換えることを特徴とする、情報提供装置。
【請求項６】
　前記表示切換手段は、色覚異常者が認識しやすい色を逸脱することなしに時間経過に従
って徐々に色相を遷移させることを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の情報提
供装置。
【請求項７】
　前記表示切換手段は、時間経過に従ってイメージ全体で色相を均一的に徐々に遷移させ
ながら色を切り換える、又は時間経過に従ってイメージ内の色相を徐々に遷移させる範囲
を増減しながら色を切り換えることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の情報
提供装置。
【請求項８】
　前記表示装置は複数の発光素子が行列状に多数配設されてなり、前記各発光素子が１乃
至複数組み合わされて発光制御されることによって文字・図柄等のイメージを指定された
色によって表示することを特徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載の情報提供装置。
【請求項９】
　前記発光素子の発光制御によって発光可能な混合色の色度、あるいは前記混合色を生成
するための色の混合比の時間的変化を記憶する記憶手段をさらに備えてなり、
　前記表示切換手段は時間経過に応じて前記記憶手段から混合色の色度あるいは色の混合
比を読み出し、該読み出した混合色の色度あるいは色の混合比に基づいて前記発光素子を
発光制御することにより時間経過に従って徐々に色相を遷移させることを特徴とする請求
項８に記載の情報提供装置。
【請求項１０】
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　前記色覚異常者が認識しやすい赤系以外の第２の色は黄系の色であることを特徴とする
請求項１乃至９のいずれかに記載の情報提供装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に文字や図形等を色分け表示することによって、一般公衆に対し事
象の重大性を認識させての情報提供を行う情報提供装置及びプログラムに関する。特に、
一般色覚者及び色覚異常者双方に対し、色分けした際における前記文字や図形等の視認性
を向上させる技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、例えば駅構内や街頭などに設置されて列車運行状況などの交通情報を提供す
る、あるいは自動車専用道路の道路脇や架橋等に配設されて高速道路をはじめとする主要
な幹線道路の交通状況などの道路情報を提供する情報提供装置が知られている。例えば道
路情報を表示する情報提供装置（道路情報板などと呼ばれる）においては、赤系と黄緑系
の発光色を発光するそれぞれの発光ダイオード（以下、ＬＥＤ）が組み合わされてなる発
光ユニットが行列状（ドットマトリクス状）に多数配置された表示装置に、それら多数の
ＬＥＤの発光の組み合わせによる赤色と黄緑色さらにはそれらの混合色である橙色とを含
めた３色の色を使って文字や図柄（又は図形）等のイメージ（便宜的に提供情報とも呼ぶ
）を表示することで、車両の運転者に対し情報提供者によって提供される道路情報の表示
を行っている。また、最近では、３原色（赤色、緑色、青色）の色それぞれを発光可能な
複数のＬＥＤからの発光色を組み合わせることで、単色だけでなく白色を含む多様な色（
混合色）での提供情報の表示が可能な情報提供装置が開発されており、駅構内や高速道路
などで導入が進んでいる。
【０００３】
　ところで、情報提供装置においては提供情報の表示の際に、提供する情報の種類・内容
等に従って色分け表示を行っている。この提供情報の表示色の色分けについては特に規定
はないものの、一般的には事象の重大性によって異なる色を用いて表示するようになって
いる。例えば道路情報板においては、通行止めや渋滞等の特に危険性の高い重要な事象に
関する提供情報を表示する場合には車両の運転者の注意を引きやすくかつ一般的に危険を
表す「赤色」（赤系）の表示色を、交通規制や落下物の注意等の比較的軽微な事象に関す
る提供情報を表示する場合には「橙色」の表示色を、高速出口や各都市までの残距離等の
一般的な交通案内の事象に関する提供情報を表示する場合には「白色」の表示色をそれぞ
れ使用することで、車両の運転者に対して色による事象の重大性を認識させながらの情報
提供を行うようにしている。
【０００４】
　表示の色分けによる情報提供が行われる場合、色覚異常でない一般色覚者はどの色で表
示されたとしても、表示された提供情報をほぼ認識できるので特に問題は生じない。しか
し、目の視細胞における赤色錐体又は緑色錐体が欠損している殆どの色覚異常者において
は、赤系の色を非常に暗い色として視認することが知られており、そのため色覚異常者は
「赤色」により表示された提供情報を認識しない可能性がある。上記したように「赤色」
により表示される提供情報は特に危険を伴う重要な事象に関する情報であるので、一般色
覚者は勿論のこと色覚異常者にも必ず認識してもらわない安全性が損なわれる可能性があ
る。そこで、この問題を解決するために、一般色覚者と色覚異常者の双方に対して色分け
された提供情報の視認性を高める技術が知られている。一例を挙げると、下記に示す特許
文献１に記載の装置がある。
【０００５】
　特許文献１に記載の装置では色覚異常者の視認性を改善させるために、赤色単独でなく
黄緑系と混合した混合色である赤系の色にて提供情報の表示を行っている。ただし、こう
した場合には、一般色覚者がその混合色を夜間に黄色みがかかった赤色として視認すると
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いう不都合が生じることから、従来ではそれを解決するために、所定のドミナント波長を
持つ混合色の混合比を昼夜別に記憶しておき、昼夜の時間帯によって前記昼夜別の混合比
に基づく異なる色合い（色相）の混合色（ただしどちらも赤系）を使い分けて提供情報の
表示を行うようにしている。
【０００６】
　こうした色を使い分けての表示を行うために、従来装置では使用するＬＥＤの種別によ
って特性が異なることに鑑みて、事前にピーク波長とドミナント波長のバランスを調整し
て混合比を設定しておく必要がある。また、ピーク波長とドミナント波長との関係は一様
でなく、同じ元素の半導体から構成されるＬＥＤであってもピーク波長とドミナント波長
が異なるため、ピーク波長を調整して混合色に対する混合比を設定するに際して、ドミナ
ント波長とのバランスを考慮して設定を行う必要がある。さらに、ピーク波長とドミナン
ト波長とは同じ元素からなる半導体を収容したＬＥＤであってもメーカや型式によって異
なるために、上記のピーク波長及びドミナント波長の設定に際しては、ＬＥＤの計測装置
を用いて両波長に対してバランスの良い混合比を事前に求めておく必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開2005－284977号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上述したように、例えば道路情報板において危険色である「赤色」（赤系）により提供
情報を表示するのは、事象の重大性を運転者に伝えることが目的である。しかし、特許文
献１に記載の従来装置のように、色覚異常者の視認性を改善させるために例え混合色の赤
系の色を用いて情報の表示を行ったとしても赤系であることには変わらないことから、色
覚異常者にとってはやはり認識しづらく場合によっては色覚異常者にまったく認識しても
らえない恐れがある、という問題があった。
【０００９】
　本発明は上述の点に鑑みてなされたもので、表示装置に表示される文字や図柄（図形）
等のイメージへの視認性を一般色覚者及び色覚異常者双方において向上させて、色による
事象の重大性を認識させての情報提供を行うことのできるようにした情報提供装置及びプ
ログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る情報提供装置は、文字・図形等のイメージを複数の色を用いて表示するこ
とが可能な表示装置と、指定されたイメージを指定された第１の色で表示するよう前記表
示装置を制御する表示制御手段と、前記指定された第１の色が赤系の色である場合に、前
記表示装置で表示する前記指定されたイメージの第１の部分を赤系の色で表示し、該指定
されたイメージの第２の部分を色覚異常者が認識しやすい赤系以外の第２の色で表示し、
かつ、前記第１の部分及び前記第２の部分の前記赤系の色及び前記第２の色を時間経過に
従って徐々に色相を遷移させながら交互に切り換えるよう前記表示制御手段を制御する表
示切換手段とを備える。
【００１１】
　本発明によれば、表示すべき文字・図形等のイメージの指定された第１の色が赤系の色
である場合に、該指定されたイメージを第１及び第２の部分に分割し、第１の部分を赤系
の色で表示し、第２の部分を色覚異常者が認識しやすい赤系以外の第２の色で表示し、か
つ、前記第１の部分及び前記第２の部分の前記赤系の色及び前記第２の色を時間経過に従
って徐々に色相を遷移させながら交互に切り換えるようにしているので、報知したい1つ
のイメージを第１及び第２の部分にわけて、一方のイメージ部分は、危険性の高い重要な
事象に関する情報を一般的に危険を知らせ得る「赤系の色」によって一般色覚者に対し伝
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えることができる一方で、他方のイメージ部分は、「赤系の色」によっては表示された文
字・図形等を認識し得ない色覚異常者に対しても、「色覚異常者が認識しやすい赤系以外
の第２の表示色」で同時に報知することができ、両部分の色を時間的に徐々に色相を遷移
させながら交互に切り換えることで、両者に対して同時的に全体のイメージを見やすく提
示することができる、という優れた効果を奏する。こうして、表示された文字・図形等の
視認性を一般色覚者及び色覚異常者のどちらかを犠牲にすることなく双方において向上さ
せることができ、もって一般色覚者又は色覚異常者のどちらか一方だけでなく、一般色覚
者及び色覚異常者双方に対して色による事象の重大性を認識させての情報提供が適切にで
きるようになる。
【００１２】
　本発明は装置の発明として構成し実施することができるのみならず、方法の発明として
構成し実施することができる。また、本発明は、コンピュータまたはＤＳＰ等のプロセッ
サのプログラムの形態で実施することができるし、そのようなプログラムを記憶した記憶
媒体の形態で実施することもできる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、表示装置に表示されるべき文字・図形等のイメージの色が赤系の色で
ある場合に、報知したい1つのイメージを第１及び第２の部分に分けて、各部分を赤系の
色と少なくとも色覚異常者が認識しやすい赤系以外の第２の表示色とで分担させて表示し
、かつ、両部分の色を時間的に徐々に色相を遷移させながら交互に切り換えるようにした
ことから、一般色覚者及び色覚異常者双方に対して見易い色で色分け表示したイメージを
同時に提示することができ、両者にとって視認性を向上させることができ、もって一般色
覚者及び色覚異常者双方に対し色による事象の重大性を認識させての情報提供を行うこと
が適切にできるようになる、という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る情報提供装置の一実施例を示す概念図である。
【図２】表示ユニットを示す概念図である。
【図３】表示ユニットの内部構成を便宜的に示す概念図である。
【図４】制御伝送部の機能構成を概略的に示す機能ブロック図である。
【図５】提供情報の一実施例である。
【図６】ＬＥＤ制御による表示色の遷移範囲を色光のｘｙ色度図上に示した図である。
【図７】表示制御処理の一実施例を示すフローチャートである。
【図８】表示色切換処理の一実施例を示すフローチャートである。
【図９】提供情報の別の実施例である。
【図１０】表示色切換の別の実施態様を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、この発明の実施の形態を添付図面に従って詳細に説明する。
【００１６】
　図１は、本発明に係る情報提供装置の一実施例を示す概念図である。以下では、説明を
理解しやすくするために、情報提供装置として道路情報を提供する道路情報板を例に説明
する。本発明に係る情報提供装置（道路情報板）は、大きく分けて多数のＬＥＤ（発光素
子）がドットマトリクス状に配設されてなる表示装置１と、当該表示装置１の表示制御を
行う制御伝送部Ｃとからなる。
【００１７】
　前記表示装置１は、複数行複数列（ここでは一例として６行１２列のものを示した）に
配設された多数の表示ユニットＵからなり、当該表示ユニットＵを使用して所定の道路情
報を文字・図形等のイメージ（後述する図５や図９参照）により表示することが可能にな
っている。ここで、前記イメージはそれを見た一般公衆がそのイメージが意味する情報（
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情報提供者が提供しようとする情報）の内容を理解することのできるものであれば、文字
や図形（図柄）等に限られない。
【００１８】
　図２に示すように、前記表示ユニットＵには、複数個のＬＥＤ２がＮ行Ｎ列の行列状（
例えば、図中Ｎ＝１６）に配設されている。そして、各ＬＥＤ２は１個または２個の素子
で赤・緑・青（ＲＧＢ）の３原色の発光が同時に可能なフルカラーＬＥＤであって、図３
に示すように、赤色の単色を発光する赤系色発光部Ｒと、緑色の単色を発光する緑系色発
行部Ｇと、青色の単色を発光する青系色発行部Ｂとを有する半導体からなる発光素子であ
る。個々のＬＥＤ２において、赤系色発光部Ｒと緑系色発行部Ｇと青系色発行部Ｂとが個
別若しくは同時に発光制御されることによって、表示装置１の表示面全体に例えば後述す
る図５又は図９に示されるような文字あるいは図柄等により提供される道路情報が、赤色
、緑色、青色の各単色は勿論のこと、これらの各単色を任意の割り合い（混合比）に従っ
て混ぜあわせた所定の色度及び輝度の混合色（白色を含む）により多色表示される。
【００１９】
　なお、表示装置１に含まれる表示ユニットＵあるいは各表示ユニットＵに配設されるＬ
ＥＤ２の、個数や形状さらに配設位置は本実施形態に限られるものではなく適宜に変更可
能である。
　なお、表示装置１は上記ＬＥＤを発光させるタイプのものに限らず、例えば液晶表示パ
ネル（ＬＣＤ）やＣＲＴ等により構成されるタイプの表示装置であってもよい。
【００２０】
　次に、制御伝送部Ｃについて図４を用いて説明する。図４は、制御伝送部Ｃの機能構成
を概略的に示す機能ブロック図である。なお、制御伝送部Ｃとしてはこの図４に示した以
外の機能を有する場合もあるが、ここでは必要最小限の機能を有する場合について説明す
る。
【００２１】
　本実施形態に示す制御伝送部Ｃは、情報伝送部１１、表示判別部１２、表示制御部１３
、表示色切換制御部１４、ＬＥＤ駆動部１５、さらには記憶部Ｋ及び時間計時部Ｔを含ん
でなる。情報伝送部１１は、当該装置外部の道路交通管理施設等（図示を省略した情報提
供施設）から有線又は無線の通信インタフェースを介して、交通情報や各種指令情報（例
えばテスト指令、運用停止指令等）を受信する。他方、外部の道路交通管理施設等に当該
装置の稼動状態を監視させるために、当該装置から道路交通管理施設等に対して図示を省
略した監視部により随時に発生される前記各部１１～１５の動作状況を表す監視情報を送
信する。
【００２２】
　表示判別部１２は、前記情報伝送部１１により受信された交通情報や各種指令情報に基
づいて表示装置１に表示する文字や図柄等の判別を行い、該判別した文字や図柄等を表示
装置１に表示するために必要な、前記判別した文字や図柄等のうち各表示ユニットＵが受
け持つ表示範囲の決定とそれらを表示装置１に表示開始する際の初期表示色（第１の色）
の割り当てを行う。該表示判別部１２により決定された表示範囲及び初期表示色の割り当
ては、表示データとして表示制御部１３に出力される。
【００２３】
　ここで、本実施例における表示判別部１２では、前記情報伝送部１１により交通情報が
受信された場合に、前記判別した文字や図柄等のうち重要な事象に関する情報を示すもの
を「赤色」（赤系）の表示色及び「黄色」（黄系）の表示色で、前記重要な事象に比べる
と比較的軽微な事象に関する情報を示すものを「橙色」の表示色で、交通案内等の事象に
関する一般的な情報を示すものを「白色」の表示色でそれぞれ表示するように初期表示色
の割り当て（第１の色の指定）を行う。表示判別部１２は重要な事象に関する情報につい
て「赤色」及び「黄色」を割り当てるが、この際には判別した文字や図柄等を例えば意味
を持つ単語毎に分割して該分割単位に同じ色を割り当てるように色分けする。
【００２４】
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　具体例を図５に示す。この図５に示す提供情報例は、表示装置１に「京都南－茨木」の
文字表示１ａと「事故通行止」の文字表示（１ｂ,１ｃ）とを上下段の２段に分けて表示
した例である。この表示例の場合、上段に表示された「京都南－茨木」表示１ａが交通案
内等の事象に関する一般的な情報に相当し、この「京都南－茨木」表示１ａを「白色」で
初期表示する。他方、下段に表示された「事故通行止」表示（１ｂ,１ｃ）が重要な事象
に関する情報に相当し、この「事故通行止」表示に関してはそれぞれが意味を持つ単語で
ある「事故」表示１ｂと「通行止」表示１ｃとの２つに分割したうえで、それぞれで色分
けして初期表示する。例えば単語「事故」の表示１ｂを「黄色」で、単語「通行止」の表
示１ｃを「赤色」で初期表示する。勿論、ここに示した初期表示は一例であって、例えば
「京都南－茨木」表示１ａを「橙色」で、「事故」表示１ｂを「赤色」又は「黄色」で、
「通行止」表示１ｃを「黄色」又は「赤色」でそれぞれ初期表示するようにしてよい。
【００２５】
　図４に戻って、表示制御部１３は、表示判別部１２から出力される表示データに基づき
各表示ユニットＵ単位に初期表示信号を生成し、これによって複数のＬＥＤ駆動部１５を
制御する。ＬＥＤ駆動部１５は多数の表示ユニットＵに対応する数だけ用意されており、
各ＬＥＤ駆動部１５は対応する各表示ユニットＵにおける複数のＬＥＤ２による表示制御
を実行する。前記初期表示信号には、各表示ユニットＵが受け持つ表示範囲（文字や図柄
の全体又はそれらの一部）内にある１乃至複数のＬＥＤ２を制御対象に特定する情報と、
それら制御対象の各ＬＥＤ２の赤系色発光部Ｒと緑系色発光部Ｇと青系色発光部Ｂ（図３
参照）を発光させる際の制御信号である色度及び輝度信号などが含まれる。表示制御部１
３から１乃至複数のＬＥＤ駆動部１５に対して前記初期表示信号が出力されることにより
、多数の表示ユニットＵからなる表示装置１に図５に示すような初期表示色によって色分
けされた提供情報が表示される。
【００２６】
　なお、本実施例において「赤色」表示を行うにあたり、赤系色発光部Ｒを単独で発光さ
せた表示色による表示を行うものに限らず、赤系色発光部Ｒと緑系色発光部Ｇと青系色発
光部Ｂの各出力を所定の色度の混合色にて発光させるまで制御した、波長をずらした赤系
色による表示を行うものであってよい。すなわち、この明細書での「赤色」との記載は、
色覚上「赤」と認識され得る色であれば混合色であってもよい。勿論、「黄色」や「青色
」についても同様であって、色覚上「黄」、「青」と認識され得る色であれば混合色であ
ってもよい。
【００２７】
　本実施例においては、上述したように道路情報を初期表示する際に提供情報を複数に分
割して、一方を一般色覚者にとって視認し易い「赤色」で表示し、他方を色覚異常者にと
って視認し易い「黄色」で表示する（図５参照）。このように、提供情報を「赤色＋黄色
」や「黄色＋赤色」のように表示色を分けて表示するだけでも、一般色覚者及び色覚異常
者双方共に視認性の向上が見込まれる。ただし、「黄色」表示される提供情報は元の一部
だけであるから、特に色覚異常者にとって「赤色」表示された一部は認識し難いままであ
る。
【００２８】
　そこで、本発明に係る情報提供装置では、「赤色」と「黄色」とで表示色を分けて表示
された提供情報に関し、赤色から黄色へと及び黄色から赤色へと、時間経過に従って色相
を変化させながらの情報表示を行うことによって、特に色覚異常者が情報の一部だけでな
く全体を認識することのできるようにしている。この実施形態では、図４に示す表示色切
換制御部１４がＬＥＤ駆動部１５に対して、混合色の色度・輝度の信号を時間的に変化さ
せながら出力することで、上記したような提供情報を分割した部分単位での色相変化を実
現するようにしている。この表示色切換制御部１４によるＬＥＤ駆動部１５の制御は、表
示制御部１３から切換開始指示が与えられることによって開始され、表示制御部１３から
切換終了示が与えられることによって終了される。
【００２９】
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　表示色切換制御部１４には、時間計測部Ｔと記憶部Ｋとが接続されている。時間計測部
Ｔはクロックを発信しており、表示色切換制御部１４は時間計測部Ｔからのクロックを受
信開始することに応じて時間計測を開始する。表示色切換制御部１４は時間計測を開始す
ると、経過時間に従って色度記憶部Ｋから前記経過時間に応じた所定の混合色の色度及び
輝度を読み出す。
【００３０】
　色度記憶部Ｋは、例えば図６に示すような色光のｘｙ色度図において、時間経過に応じ
て図中矢印で示す範囲を繰り返し往復するようにして決められる色度座標（ｘ,ｙ）に応
じた混合色を、赤系色発光部Ｒと緑系色発光部Ｇと青系色発光部Ｂとを同時に発光させて
発光させるための混合色の色度の時間的変化を記憶する。混合色の色度の時間的変化とし
ては、例えば初期表示として「赤色」表示された情報に関しては「赤色」から「黄色」へ
と表示色を変化させるよう、図６において色度座標（ｘ,ｙ）を「赤色」（0.70,0.30）か
ら「橙色」（0.61,0.39）を介して「黄色」（0.43,0.50）に至る矢印で示した直線に沿っ
て混合色の色度及び輝度を時間的に変化させる。一方、初期表示として「黄色」表示され
た情報に関しては「黄色」から「赤色」へと表示色を変化させるよう、図６において色度
座標（ｘ,ｙ）が「黄色」（0.43,0.50）から「橙色」（0.61,0.39）を介して「赤色」（0
.70,0.30）に至る矢印で示した直線に沿って混合色の色度及び輝度を時間的に変化させる
。この時間的に変化させる混合色の色度及び輝度の範囲は、色覚異常者が認識しやすい表
示色を逸脱しない範囲に設定される。なお、上記した色度座標（ｘ,ｙ）の各数値は一例
でありこれに限られない。
【００３１】
　色度記憶部Ｋから経過時間に従って読み出された混合色の色度及び輝度は、表示色切換
制御部１４からＬＥＤ駆動部１５へと送られ、表示色切換制御部１４は各表示ユニットＵ
に対して前記混合色の色度及び輝度を出力する。表示ユニットＵが前記色度の混合色を発
光させるよう、赤系色発光部Ｒと緑系色発光部Ｇと青系色発光部Ｂの発光制御を行う。こ
れにより、表示装置１に表示された提供情報は、「赤色から橙色」、「橙色から黄色」、
「黄色から橙色」、「橙色から赤色」へと時間経過に従っての色相変化（色変わり）を連
続的に繰り返す。「赤色から橙色」、「橙色から黄色」へと変化させることで、一般色覚
者にとっては危険と認識し得る危険色である「赤色」が「黄色」へと変化することになる
が、色覚異常者にとっては視認性が高まることから色覚異常者に対し危険を及ぼし得る交
通情報を適切に提供できる。また、「赤色」から「黄色」へと変化した後には、「黄色か
ら橙色」、「橙色から赤色」へと変化するようにしたことによって、一般色覚者にとって
危険と認識し得る危険色である「赤色」に戻ることから、一般色覚者に対して危険を及ぼ
し得る交通情報を適切に提供できる。
【００３２】
　なお、表示色切換制御部１４は色度記憶部Ｋから経過時間に従って混合色の色度及び輝
度を読み出してＬＥＤ駆動部１５を制御するようにしたがこれに限らず、所定の算出式（
図示せず）により時間経過に応じた混合色の色度及び輝度を算出し、これによりＬＥＤ駆
動部１５を制御するようにしてもよい。また、ＬＥＤ２の各発光部（Ｒ,Ｇ,Ｂ）により発
光されるＲＧＢ３原色の各色の混合比を経過時間に従って読み出したり算出したりして、
該色の混合比によってＬＥＤ駆動部１５を制御するようにしてよい。
　なお、本実施例では、「赤色」と「黄色」との間で時間的な色相変化を行うものを例に
示したがこれに限らず、一般色覚者が危険と認識する色（赤系）と、色覚異常者が視認し
易い色（黄系や白色など）との間で時間的な色相変化を行えばよい。
【００３３】
　なお、提供情報の色相を時間的に変化させるための混合色の色度及び輝度の読み出しサ
イクル（色変わりサイクルとも呼ぶ）は、本情報提供装置を設置する道路の規制速度や、
表示装置１に表示する情報量（例えば文字数など）、車両速度に応じた運転者による情報
の判読に係る所要時間等の諸条件により適宜設定することができる。
【００３４】
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　また、上記の場合、提供情報は「赤色から橙色」、「橙色から黄色」、「黄色から橙色
」、「橙色から赤色」へと時間経過に従っての色相変化を連続的に繰り返すが、一般色覚
者や色覚異常者が表示された情報を走行中の車両などから限られた時間内で適切に視認で
きるようにすることは重要である。すなわち、一般色覚者や色覚異常者それぞれが提供さ
れる情報を判読するのに必要な時間だけ「赤色」又は「黄色」の表示色で情報を表示しな
いと、一般色覚者や色覚異常者が情報を判読するに足りる時間を確保することができずに
結局は情報が伝えられない恐れがある。
【００３５】
　そこで、一般色覚者や色覚異常者が視認しやすい表示色での表示を時間的に長くする、
つまりは一般色覚者や色覚異常者が視認しやすい表示色の表示に関しては、一般色覚者や
色覚異常者それぞれが提供される情報を判読するのに必要な時間（判読所要時間）を確保
するようにして、上記した色変わりサイクルに従ってのＬＥＤ２の発光制御を行う。具体
的には、提供情報を赤色又は黄色の表示色で表示する時間に比較して、徐々に色相を遷移
させることによる過渡的な表示色での表示にかかる時間を短くする。
【００３６】
　すなわち、図６に示すような色光のｘｙ色度図において、色度座標（ｘ,ｙ）を「赤色
」（0.70,0.30）と「黄色」（0.43,0.50）との間で読み出す際の時間を短くすると共に、
「赤色」（0.70,0.30）と「黄色」（0.43,0.50）それぞれでは所定時間だけ読み出しを一
時的に停止するようにするとよい。これにより、赤色又は黄色の表示色で提供情報を表示
する時間を、前記色相を時間に応じて遷移させることによる過渡的な表示色で提供情報を
表示する時間に比較して長くすることができることから、一般色覚者や色覚異常者が情報
を判読する間だけ「赤色」又は「黄色」の表示色による情報提供を行うことができるよう
になる。
【００３７】
　次に、上記したような表示装置１に情報を表示する情報表示処理について説明する。図
７は、表示制御処理の一実施例を示すフローチャートである。当該処理は、制御伝送部Ｃ
が外部の道路交通管理施設等から交通情報や各種指令情報を取得することにより開始する
。
【００３８】
　ステップＳ１は、交通情報を取得したか否かを判定する。交通情報でなく各種指令情報
を取得した場合には（ステップＳ１のＮＯ）、取得した各種指令情報に応じた表示制御を
実行する（ステップＳ１１）。例えば、各種指令情報としてテスト指令を受信した場合に
は表示装置１に「テスト中」と表示するし、また運用停止指令を受信した場合には表示装
置１に「運用停止中」と表示する又は表示装置１に何も表示しない（表示装置１による表
示の停止）。なお、このときに、後述する「表示色切換処理」（図８参照）が既に実行中
であれば当該処理の終了を指示する。すなわち、表示制御部１３から表示色切換制御部１
４に切換終了指示が与えられる。
【００３９】
　一方、交通情報を取得した場合には（ステップＳ１のＹＥＳ）、表示ユニットＵ毎に提
供情報の決定及び初期表示色の割り当てを行う（ステップＳ２）。すなわち、受信した交
通情報に基づき表示装置１に表示する情報の表示内容（例えば「事故通行止」などの提供
情報）を特定し、また各表示ユニットＵが表示を受け持つ前記特定した表示内容の部分的
な表示範囲に関する提供情報の決定と、それらを表示装置１に初期表示する際の各文字の
表示色の割り当て（第１の色の指定）を行う。この処理により、これらを含む表示データ
が生成される。このとき、重要な事象に関する情報であれば、提供情報を例えば意味を持
つ単語毎に分割して分割後の単語単位に表示色を割り当てる。ここで、前記単語単位に割
り当てる表示色の少なくとも１つには危険色の「赤色」を割り当て、残りの表示色には特
に色覚異常者に視認し易い色を割り当てる（例えば図５に示したように、「事故」に色覚
異常者に視認し易い黄色を、「通行止」に危険色である赤色を割り当てる）。なお、この
ときにも後述する「表示色切換処理」（図８参照）が既に実行中であれば当該処理の終了
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を指示する。すなわち、表示制御部１３から表示色切換制御部１４に切換終了指示が与え
られる。
【００４０】
　ステップＳ３は、前記表示色の割り当てに従って表示ユニットＵ単位に、当該ユニット
Ｕに含まれる個々のＬＥＤ２に割り当てられた初期表示色の判別を行う。ステップＳ４は
、前記判別に従って個々のＬＥＤ２に割り当てられた初期表示色が赤色又は黄色かを判定
する。初期表示色が赤色又は黄色に割り当てられていると判定した場合には（ステップＳ
４のＹＥＳ）、それらのＬＥＤ２を表示色切換対象ＬＥＤ群として「赤色」と「黄色」別
に設定する（ステップＳ５）。ステップＳ６は、ＬＥＤ２毎に表示色の割り当てがあるか
否かを判定する。表示色の割り当てのないＬＥＤ２である場合には（ステップＳ６のＮＯ
）、ステップＳ１０の処理へジャンプする。すなわち、ＬＥＤ駆動部１５に対して初期表
示信号を送らず、制御伝送部Ｃから各表示ユニットＵに対して駆動信号が送信されないこ
とからＬＥＤ２の点灯による情報の表示は行われない。
【００４１】
　他方、表示色の割り当てのあるＬＥＤ２である場合には（ステップＳ６のＹＥＳ）、表
示データに基づく初期表示信号をＬＥＤ駆動部１５に出力する（ステップＳ７）。このＬ
ＥＤ駆動部１５に対する初期表示信号の出力に従って、制御伝送部Ｃから各表示ユニット
Ｕに対して個々のＬＥＤ２に対する駆動信号が送信され、各表示ユニットＵにおいて初期
表示色でのＬＥＤ２の点灯による情報の表示が行われる。ステップＳ８は、個々のＬＥＤ
２が表示色切換対象ＬＥＤ群であるか否かを判定する。表示色切換対象ＬＥＤ群に設定さ
れたＬＥＤ２である場合には（ステップＳ８のＹＥＳ）、表示色切換処理の開始を指示す
る（ステップＳ９）。すなわち、表示制御部１３から表示色切換制御部１４に切換開始指
示が与えられる。この開始指示に応じて実行開始される「表示色切換処理」については後
述する（図８参照）。ステップＳ１０は、全表示ユニットＵに関して上記処理の実行を終
了したか否かを判定する。全表示ユニットＵに関して上記処理の実行を終了していないと
判定した場合には（ステップＳ１０のＮＯ）、上記ステップＳ３の処理に戻ってステップ
Ｓ３～Ｓ９までの処理を繰り返す。全表示ユニットＵに関して上記処理の実行を終了した
と判定した場合には（ステップＳ１０のＹＥＳ）、本表示制御処理を終了する。
【００４２】
　次に、上記した表示色切換処理（図７のステップＳ９参照）について図８を用いて説明
する。当該表示色切換処理は各表示ユニットＵ単位に実行される。ステップＳ２１は、時
間計時の取得を開始する。ステップＳ２２は、赤色のＬＥＤ群に設定されたＬＥＤ２か否
かを判定する。赤色のＬＥＤ群に設定されたＬＥＤ２でないと判定された場合には（ステ
ップＳ２２のＮＯ）、黄色から赤色へと色相を時間的に変化させるために時間経過に応じ
て混合色の色度及び輝度を決定する（ステップＳ２３）。
【００４３】
　一方、赤色のＬＥＤ群に設定されたＬＥＤ２であると判定された場合には（ステップＳ
２２のＹＥＳ）、赤色から黄色へと色相を時間的に変化させるために時間経過に応じて混
合色の色度及び輝度を決定する（ステップＳ２４）。すなわち、時間計時部Ｔから取得し
た時間計時に基づく時間経過に従って、色度記憶部Ｋに記憶された混合色の色度及び輝度
を順次に読み出す（図６参照）。ステップＳ２５は、該読み出した混合色の色度及び輝度
に応じた輝度信号を、当該ＬＥＤ２を制御する該当のＬＥＤ駆動部１５に対し出力する。
【００４４】
　ステップＳ２６は、終了指示がなされたか否か、つまりは新規の交通情報や各種指令情
報の取得が行われたか否かを判定する。終了指示がなされていないと判定した場合には（
ステップＳ２６のＮＯ）、上記ステップＳ２２の処理に戻ってステップＳ２２～Ｓ２５の
処理を繰り返す。この繰り返しによって、判別された提供情報を分割した単語単位などに
おいて、「赤色から橙色」、「橙色から黄色」、「黄色から橙色」、「橙色から赤色」へ
と時間経過に従う表示色の色相変化（色変わり）の連続的な繰り返しを伴う情報の表示が
実現される。終了指示がなされたと判定した場合には（ステップＳ２６のＹＥＳ）、時計
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計時の取得を終了し（ステップＳ２７）、当該表示色切換処理を終了する。
【００４５】
　以上のようにして、本実施形態においては、行列状に多数配設されてなる複数のＬＥＤ
２を発光制御することによって、表示装置１に表示されている文字や図柄等のうち、表示
色が赤系のものと色覚異常者が認識しやすい黄系のものとに関し、当該表示色を赤系と黄
系との間で時間に応じて切り換えて表示させるようにした（上記ステップＳ２２～Ｓ２５
参照）。赤系の表示色と黄系の表示色（色覚異常者が視認し易い前記赤系以外の第２の色
である）との間で表示色を切り換えることによって、一般色覚者に対し危険色である「赤
系」の表示色による提供情報の表示により危険性の高い重要な事象に関する情報を伝える
ことができる一方で、「赤系」の表示色によっては表示された提供情報を認識し得ない色
覚異常者に対しても危険性の高い重要な事象に関する情報を伝えることができるようにな
る。
【００４６】
　また、こうした赤系の表示色と黄系の表示色との切り換えを交互に行うことで、一般色
覚者及び色覚異常者双方に対する提供情報の視認性をどちらかを犠牲にすることなく向上
させることができ、もって一般色覚者又は色覚異常者のどちらか一方だけでなく、一般色
覚者及び色覚異常者双方に色によっての事象の重大性を認識させながらの情報提供が適切
にできるようになる。
【００４７】
　以上、図面に基づいて実施形態の一例を説明したが、本発明はこれに限定されるもので
はなく、様々な実施形態が可能であることは言うまでもない。例えば、上述した実施例に
おいては、図５に示すような文字の羅列からなる提供情報による表示例を例に説明したが
、時間経過に従う表示色の変化は図形情報板における図柄等の提供情報においても実現さ
せるとよい。
【００４８】
　図形情報板の一例を図９に示す。図９（ａ）は車両の進行方向にある複数の経路情報を
示す図形情報板であるが、こうした図形情報板では一般的に車両速度が極めて低い渋滞中
の道路範囲を帯状の道路図形１ａ（提供情報）を危険色である「赤色」の表示色で表示す
る一方で、車両速度が遅くなり始めている渋滞手前の道路範囲を帯状の道路図形１ｂ（提
供情報）を「橙色」の表示色で表示する。そこで、この例では、「赤色」の道路図形１ａ
について上記したように「赤色」と「黄色」との間での時間的な表示色の色相変化（色変
わり制御）を繰り返し行うことで、一般色覚者及び色覚異常者双方に対する提供情報の視
認性を向上させることができ、これにより一般色覚者及び色覚異常者双方に色によっての
事象の重大性を認識させながらの情報提供が適切に行われる。
【００４９】
　また、図９（ｂ）は車両の火災事故の発生に関する情報を提供する道路表示板の例であ
るが、この場合には火災であることを示す複数の火災図形表示のうち外側に表示された炎
をかたどった火災図形１ａ（提供情報）を「赤色」で、その内側に表示された炎をかたど
った火災図形１ｂ（提供情報）を「黄色」で表示する。そこで、この例では、各火災図形
１ａ，１ｂについて上記したように「赤色」と「黄色」との間での時間的な表示色の色相
変化を繰り返し行うことで、一般色覚者及び色覚異常者双方に対する提供情報の視認性を
向上させることができ、これにより一般色覚者及び色覚異常者双方に色によっての事象の
重大性を認識させながらの情報提供が適切に行われる。
【００５０】
　なお、道路情報板に表示した全ての提供情報について時間的に色を変化させることに限
らず、特に運転者等に伝えたい重要な情報を意味する一部の提供情報のみに限定して色を
変化させるようにしてもよい。例えば、図５に示すような道路情報板において「事故通行
止」表示の「通行止」１ｃ部分のみに限定して色相を変化させる、あるいは図９（ａ）に
示すような図形情報板において車両の走行速度が遅い渋滞区間の道路図形１ａのみに限定
して色相を変化させるようにする。こうすることによれば、限定的な情報の表示色の変化
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によってより重要な情報を強調することができ、運転者に対し情報提供側が運転者に対し
て提供したい重要な情報への喚起を促して認識を高める効果がある。
【００５１】
　なお、上述した実施例では、時間経過に従う混合色の色度に従って徐々に色相を変化さ
せる例を示したがこれに限らず、単に所定時間毎に「赤色」表示と「黄色」表示とを切り
換えて提供情報を表示させるようにしてもよい。
　また、表示する情報を分割して分割範囲毎に分けて時間的に色を変化させるものに限ら
ず、表示する提供情報全体を一括に色変化させてもよい。例えば、図５に示すように提供
情報が「事故通行止」である場合には、「事故」表示と「通行止」表示とに分割してそれ
ぞれの表示色を変化させるのではなく「事故通行止」表示全体を一括して同じ表示色で変
化させるようにしてもよい。
【００５２】
　さらに、時間経過に応じて表示色を変化させる範囲を変更させるようにしてもよい。例
えば図１０に示すように、初期表示として「事故通行止」表示の全てを「赤色」で表示し
ておき、時間経過に応じて例えば左から右へと「赤色」表示を「黄色」表示へと変化させ
ることにより「黄色」表示の文字範囲を拡げ、最終的には「事故通行止」表示全てを「黄
色」で表示する。図１０では、位置Ｚの範囲まで表示色が「赤色」から「黄色」に変化し
た状態を示している。また、「事故通行止」表示の全が「黄色」表示された後には、さら
なる時間経過に応じて例えば再度左から右へと「黄色」表示を「赤色」表示へと変化させ
ることにより「赤色」表示の文字範囲を拡げ、最終的には「事故通行止」表示全てを「赤
色」表示に戻す。このようにして、「赤色」表示と「黄色」表示の色変え（表示色の切換
）を繰り返すとよい。
【００５３】
　なお、上述した実施例では、「赤色」の表示色と「黄色」の表示色との間で表示色の切
換を行う例を示したがこれに限らない。特に、「黄色」の表示色については色覚異常者が
視認し易い色であれば「黄色」に限らず他の色であってよい。
　なお、上述した実施例では、道路情報を表示する情報提供装置である道路情報板を例に
示したがこれに限らず、例えば駅構内や街頭などに設置されて列車や飛行機さらにはバス
や船などの公共の乗り物の運行状況等の情報、あるいはガスや電気などの工事箇所や災害
に伴う危険箇所を示す情報を提供する装置であってもよい。
【符号の説明】
【００５４】
１…表示装置
２…ＬＥＤ（発光素子）
１１…情報伝送部
１２…表示判別部
１３…表示制御部
１４…表示色切換制御部
１５…ＬＥＤ駆動部
Ｃ…制御伝送部
Ｕ…表示ユニット
Ｂ…青系色発光部
Ｇ…緑系色発光部
Ｒ…赤系色発光部
Ｋ…記憶部
Ｔ…時間計測部
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